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人
と
自
然
が
織
り
な
す 

心
豊
か
な
協
働
の
村

主
な
内
容

● 島越で桜の植樹 �������� ２㌻
● 狂犬病予防接種について ���� ３㌻
● 教職員などを紹介 ������� ５㌻
● 村議会だより ��������� 15㌻

大きく手を上げ
横断歩道を渡ろう
４月 15 日、田野畑小学校で行われた交通安全教室。
新１年生たちは、２年生と手をつなぎ交通ルールを
学びました。( 関連記事は９ページ )
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藤
崎
町
か
ら
田
野
畑
村
へ　
　
　

　
　

復
興
を
願
い
40
本
の
桜
を
植
樹

■狂犬病予防接種の巡回日程
日　時 場　所

５
月
18
日
㈬

9:00 猿　山・ 猿山バス停付近

9:20 大　芦・ 牧原商店前

9:30 浜岩泉・ 地区公民館前

10:10 真木沢・ 地区公民館前

10:30 切　牛・ 望洋館前

10:50 島　越・ 防災センター

11:05 島　越・ 松前沢バス停付近

11:20 羅　賀・ 旧羅賀児童館

13:15 明　戸・ 地区公民館前

13:50 　机　・ 拓心館前

14:10 北　山・ 北山崎入口付近

14:45 田野畑・ 地区公民館前

15:00 田野畑・ 四方見山公園

５
月
19
日
㈭

9:00 千　丈・ 地区公民館前

9:15 甲　地・ 三沢バス停～日向バス停

9:30 甲　地・ 細沢バス停付近

9:45 甲　地・ 甲地バス停付近

9:55 甲　地・ 地区公民館前

10:15 田　代・ 地区公民館前

10:45 沼　袋・ 旧フクゼン前

11:05 巣　合・ 地区公民館前

11:15 尾肝要・ 佐々木治助氏宅前

11:25 板　橋・ 地区公民館前

13:30 西和野・ 工藤市也氏宅前

13:50 和　野・ 民宿藤波前

14:05 アズビィ仮設住宅団地

14:15 菅　窪・ 畠山正一氏宅前

14:35 七　滝・ 七滝バス停付近

14:50 七　滝・ 鉄山口バス停付近

※ 時間は受付終了時間です。時間を過ぎ
たら次の場所に移動します。10分前
に到着する予定ですが、多少遅れる場
合もありますので了承ください

た
い
せ
つ
な
家
族
だ
か
ら

　　

予
防
接
種
も
お
忘
れ
な
く

本
年
度
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
５
月
18
日
と
19
日
、
村
内
各
地
区

を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間
・
場
所
で
飼
い
犬

に
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境
課(

☎
34-

２
１
１
４　

内
線
22)

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
に
登
録
を
し
、
愛
犬
に
狂
犬

病
予
防
注
射
を
接
種
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
、
犬
だ
け
で
な
く
人
も
含

め
た
哺
乳
類
す
べ
て
が
感
染
す
る
と
て

も
怖
い
病
気
で
す
。
現
在
は
国
内
で
の

発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
約
５
万

５
千
人
が
狂
犬
病
に
か
か
り
死
亡
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
犬
を
飼
っ
て
い

る
飼
い
主
に
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
10
日
ご
ろ
、
犬
を
登
録
し
て
い

る
人
に
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
お
知
ら

せ
す
る
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
。
左
記

の
日
程
で
村
内
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、

ハ
ガ
キ
を
持
参
し
必
ず
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
︙
生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
犬

◆
料
金
︙
注
射
の
み
３
１
０
０
円
、
注

射
と
新
規
登
録
６
１
０
０
円(

訪
問

注
射
は
１
０
０
０
円
加
算
）　

※
釣

り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
に
準
備
を
お

願
い
し
ま
す

◆
新
規
登
録
︙
登
録
す
る
場
合
は
、
①

犬
種
②
毛
色
③
性
別
④
名
前
⑤
生
年

月
日
―
を
係
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
◆
訪
問
注
射
︙
巡
回
場
所
で
の
接
種
が

難
し
い
場
合
は
、
訪
問
注
射
も
受
け

付
け
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
５
月
11

日
㈬
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

◆
注
意
事
項

①
首
輪
が
外
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

　

と
付
け
、
犬
を
制
御
し
て
く
だ
さ
い

②
ふ
ん
尿
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
始
末

し
て
く
だ
さ
い

◆
そ
の
他
︙
転
出
す
る
と
き
、
飼
っ
て

い
る
犬
が
亡
く
な
っ
た
と
き
も
届
け

出
が
必
要
で
す

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
︙
生
活

環
境
課(

☎
34
‐
２
１
１
４
内
線
22)

　

犬
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
苦
手
な
人
も
い
ま
す
。
あ
な
た

と
愛
犬
の
関
係
が
う
ま
く
い
き
、
毎
日

を
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
て
も
、
誰
か
に

迷
惑
を
か
け
て
い
た
ら
正
し
い
飼
い
方

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

■
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い

■
ふ
ん
の
始
末
は
飼
い
主
が
責
任
を

も
っ
て
始
末
す
る

　

他
人
に
迷
惑
や
危
害
を
加
え
な
い
よ

う
に
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
家

族
の
一
員
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

 

守
ろ
う
！

　

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

　

田
野
畑
村
の
友
好
都
市
で
あ
る
青
森

県
藤
崎
町
に
本
部
を
置
く
東と
う
て
ん天
書
道
会

(

佐
々
木
天て
ん
ど
う道
会
長
、会
員
１
８
０
人)

は
３
月
27
日
、
田
野
畑
村
・
藤
崎
町
親

善「
希
望
の
神
し
ん
だ
い
あ
け
ぼ
の

代
曙
桜
」
植
樹
式
を
開

催
し
、
島
越
駅
周
辺
と
松
前
川
沿
い
に

40
本
の
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
式
は
、
書
道
塾
を
運
営
し

て
い
る
東
天
書
道
会
が
、「
被
災
地
の

た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
、
被
災
地
に
桜
の
苗
木
を
植
樹
す
る

こ
と
を
計
画
。
展
覧
会
な
ど
の
経
費
を

節
約
し
、
資
金
を
積
み
立
て
震
災
か
ら

５
年
の
節
目
に
実
現
し
た
も
の
で
、
式

に
は
藤
崎
町
か
ら
平
田
博ひ
ろ
ゆ
き幸
町
長
を
は

じ
め
、
書
道
会
会
員
の
児
童
・
生
徒
・
学

生
と
そ
の
保
護
者
な
ど
約
80
人
が
来
村

し
、
島
越
地
区
の
小
学
生
な
ど
約
20
人

と
一
緒
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
桜
が
花
を
咲
か
せ
る
５
年

後
、
花
見
が
で
き
る
10
年
後
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

植
樹
式
の
あ
と
羅
賀
荘
で
行
わ
れ
た

懇
親
会
で
は
、
東
天
書
道
会
の
佐
々
木

会
長
か
ら
﹃
震
災
復
興
﹄
の
自
作
の
書

と
と
も
に
記
念
木
育
成
助
成
目
録
が
石

原
村
長
へ
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
小
学
生

　藤崎町から親子で参加した、
小野寺真

ま き

貴さん(29)、美
み ゆ

優ちゃ
ん(７)親子は「少しでも皆さん
の役に立てればと思い参加しま
した。10年後にきれいで大きな
桜を見に来たいです」と語り、
植樹した木の健やかな成長を祈
りました。

か
ら
高
校
生
の
会
員
５
人
が
被
災
地
へ

の
思
い
を
書
で
表
現
。
会
場
は
大
き
な

拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

松前川沿いでの植樹の様子 植樹会には約 100 人が参加

東天書道会会員による書の披露 三陸鉄道に手を振る参加者の皆さん
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岩
泉
警
察
署

　

田
野
畑
駐
在
所

木村 恭
き ょ う へ い

平復興対策課
主事　　　小野寺 純

じ ゅ ん こ

子保健福祉課
保健師　　 澤村 葉

は づ き

月税務会計課
主事　　　畠山 拓

た く み

海保健福祉課
主事　　　

宮古市出身の 28歳
です。復興対策課で
田野畑村の復興や被
災者のお役に立てる
よう頑張ります。

甲地出身の 27歳で
す。窓口でみなさん
に接する機会が多い
と思いますのでよろ
しくお願いします。

羅賀出身の 20歳で
す。社会人１年目で
分からないこともた
くさんありますが、
精一杯頑張ります。

野田村出身の保健師
です。これから田野
畑村のことを知りな
がら一生懸命頑張り
ます。

大谷 勝
まさる

建設第一課
主査　　　

（二戸市）

田
野
畑
小
学
校

中村 幸
さ ち こ

子 　　  
副校長村上 稔

み の る

　　   
教諭長野 飛

あ す か

可 　　   
教諭   中村 ゆみ子 栄養

教諭

佐藤 優
ゆ う や

也 　　  
講師奥地 愛

あ い こ

子 養護   
講師 伊藤 樹

じ ゅ り あ

梨藍 　　  
講師

宮
古
消
防
署

田
野
畑
分
署

髙橋 健
た け し

指導
主事

桂木 伸
し ん や

也消防
主任高木 大

か ず き

樹 消証
消防士

田
野
畑
中
学
校

根木地 瑠
る み

美 　　  
講師

工藤 利
と し や す

保 　　  
教諭山崎 隆

た か し

士 　　   
教諭舘洞 康

や す の り

範 　　   
教諭   昆野 ゆかり 　　   

主査 小森田 孝
た か み ち

道 　　   
校長

任期
付き

任期
付き

任期
付き

熊谷 崇
た か ふ み

文 消証
消防士伊藤 正

し ょ う い ち

一駐在
所長

ようこそ田野畑村へ
　村は、４月１日付けで新たに４人の職員を採用しました。一生懸命頑張りま
すので、皆さんよろしくお願いします。

奈良 廉
れ ん

建設第二課
技師　　　

（藤崎町）

桑田 徹
て つ や

也建設第一課
主任　　　

（深谷市）
千葉 良

よ し ゆ き

幸建設第一課
技師　　　

（盛岡市）

 栗屋 睦
むつみ

建設第二課
技師　　　

（岩手県）

新井 孝
た か の り

法建設第一課
主任　　　

（深谷市）

　

村
の
復
興
に
向
け

　
　
応
援
職
員
が
集
結

　

本
年
度
も
全
国
か
ら
６
人
の
心
強
い
応
援
職
員
が
着
任
し
ま
し
た
。

応
援
職
員
の
皆
さ
ん
は
建
設
第
一
課
と
建
設
第
二
課
で
村
の
復
興
に
向

け
復
興
業
務
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。

新採用職員を紹介します

１日でも早い田野畑
村復活のために頑張
ります。

田野畑村の皆さまに
感謝し、微力ながら
一生懸命頑張ります。

１年間という短い期
間ですが、微力なが
ら頑張ります。

田野畑村の復興に貢
献できるよう尽力し
ます。

復興のために、少で
も役立てるよう精一
杯頑張ります。

田野畑村の復興のた
めに、一生懸命頑張
ります。

教
育
委
員
会
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野中 光
み つ お

男 　　  
校長

　この春、村に異動してきた小学校と中学校の教職員、広域消防
田野畑分署員などを紹介します。
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国民健康保険税の税率を改定しました

7

行政区長などを
紹介します

2016・５　広報

■行政区長
 地区名 　氏　　名
北　山 泡淵　　正

机 下机　勝則
池　名 山根　　伸
明　戸 菊地　英光

羅　賀 畠山　拓雄

田野畑 遠藤　誠治
西和野 畠山　種美
和　野 工藤　久男
菅　窪 根木地俊機
七　滝 畠山　球語
猿　山 熊谷　康記
大　芦 工藤　正勝
真木沢 工藤　良知
切　牛 佐々木　太
浜岩泉 牧原　　勲

島　越 早野　幸子

板　橋 奥地　良吉
尾肝要 佐々木吉男
巣　合 佐藤　芳弘
萩　牛 野﨑　利良
田　代 熊谷　裕典
沼　袋 菊地　　大
甲　地 奥地　弘武
千　丈 畠山　静雄

■地域協働隊職員
 地区名 　担当職員 相談役職員
北　山 武田　律子

久保　　豊机 向井　俊一
池　名 平坂　　聡
明　戸 小野寺祥史

工藤　光幸
羅　賀 畠山多加子

熊谷　航大
田野畑 佐藤　和子

大上　高広
西和野 金子　和也
和　野 和山　哲大
菅　窪 大澤　　健
七　滝 畠山　淳一
猿　山 佐々木賢司

佐々木　靖
大　芦 藤森　大輝
真木沢 晴山美恵子
切　牛 佐々木　歩
浜岩泉 木村　恭平

島　越 工藤　真樹
山口　芳美 早野　和彦

板橋 坂本　　大 大上　高広
尾肝要 佐々木和也

佐々木和也

巣　合 松家　　幹
萩　牛 佐々木　潤
田　代 佐藤　智佳
沼　袋 菊地　正次
甲　地 横山　順一
千　丈 前川　恵美

■民生委員・児童委員
 地区名 　氏　　名

北山 平坂　百子
机・池名 上村　牧子

明戸 道合　勇一
羅賀 熊谷裕美子

田野畑・板橋 畠山　和子
西和野 泉山　君子

和野 三上　修一
菅窪 畠山サエ子
七滝 熊谷　キミ
猿山 佐藤千代子
大芦 金澤　晶子

真木沢 畠山　幸一
切牛 和山　敏治

浜岩泉 熊谷喜枝子
島越 下村　博光

尾肝要・千丈 向川原　嚴
巣合 嘉藤　正義

田代・萩牛 熊谷　勤己
沼袋 金子　すみ
甲地 佐々木あや子

拓洋台団地 畠山　信子
黎明台団地 選出中

■ 主任児童委員（民生委員・児
童委員を兼ねています）

 地区名 　氏　　名
全村 奥地キミ子
全村 前原　静美

皆さんと村行政の橋渡しを手伝ってくれる行政区
長、民生委員・児童委員、交通指導員、相談員な
どを紹介します。（敬称略）

■交通指導員　　　

役　職 氏　名
隊　長 箱石　大典
副隊長 鍬形　　静

隊　員
佐々木禮二郎

上村　浩司
畠山　沙織

地域協働隊職員を活用しましょう
　村は、地域と行政との情報交換を円滑にし、住民自治
の定着・充実を図り、自主的な活動が展開される地域を
目指し、地域協働隊職員を各地区に配置しています。
　大小問わず、地域の課題は地域協働隊職員までご連絡
ください。担当課へ連絡し、速やかに対応を検討のうえ、
地域に回答します。

■相談員　　

役　職 氏　名
身体障害者相談員 竹下　敦子
知的障害者相談員 向川原　嚴

　

４
月
１
日
、
村
中
央
防
災
セ
ン

タ
ー
で
女
性
消
防
協
力
隊
の
委
嘱

状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
中
村
悦え

つ
こ子

さ
ん(

58)

＝
羅
賀
＝
が
新
た
に

隊
長
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
畠
山

保や
す
ゆ
き幸
消
防
団
長
よ
り
委
嘱
状
を
交

付
さ
れ
た
中
村
隊
長
は
、 「
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
村

の
防
火
・
防
災
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

委嘱状を交付された中村隊長

27年度 (改定前 ) 28年度 (改定後 ) 比　較

医療給付費分

所得割 4.55％ 5.55％ 　　　＋ 1.00%

資産割 33.80％ 39.00％ ＋ 5.20%

均等割 16,800円 19,000円 ＋ 2,200円
平等割 14,900円 18,000円 ＋ 3,100円

後期高齢者
支援金分

所得割 2.00％
変更なし

(27年度と同様 )

資産割 14.80％

均等割 7,000円
平等割 6,200円

介護納付金分

所得割 1.95％
変更なし

(27年度と同様 )

資産割 17.00％

均等割 9,600円
平等割 5,700円

・所得割…世帯の前年の所得に応じて計算 　　　・均等割…加入者１人当たり年額
・資産割…世帯の固定資産税額に応じて計算 　　・平等割…１世帯当たり年額

●
介
護
や
健
康
な
ど
の
悩
み 

　

ま
ず
は
気
軽
に
相
談
を

　

こ
れ
ま
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
た
「
田
野
畑
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
４
月
１
日
、
隣
接
す
る
旧
保
健

セ
ン
タ
ー
内
（
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
隣

の
部
屋
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

村
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
る
た
め
、
介
護
予
防
や
毎
日
の
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
主
な
目
的
の

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
。
介
護
に
関
す
る
悩

み
は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
、
健
康
、
医
療
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
、
高
齢
者
と
そ
の

家
族
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
支
え
ま
す
。

　

生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、
自

分
や
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●「
介
護
が
必
要
か
も
…
」 

　

ま
ず
は
相
談
、
そ
し
て
申
請

　
「
健
康
で
長
生
き
」
は
誰
も
が
望
む
こ

と
。
し
か
し
、
加
齢
に
よ
っ
て
誰
か
の
助

け
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
家

族
や
友
人
、
地
域
の
支
え
の
ほ
か
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
も
安
全

に
生
活
す
る
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
①
相

談
②
申
請
③
調
査
④
認
定
―
が
必
要
。
申

請
か
ら
認
定
ま
で
は
、
早
く
て
も
１
カ
月

程
度
か
か
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
の
第
一
歩
も
、
ま
ず
は
相
談
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

旧
保
健

内
に
移
転

セ
ン
タ
ー

◆ 

高
齢
者
の
相
談
、
介
護
予
防
や
認

定
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
先
…
村
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
33

－

３
１
０
２
）

◆ 

介
護
保
険
料
や
介
護
保
険
制
度
の

問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境
課

（
☎
34

－

２
１
１
４　

内
線
21
）

「皆さんからの相談、お待ちしております」と村地域包括支援センターの職
員。写真左から、千葉主事、畠山所長、大澤副所長、合角地介護支援専門員

女
性
消
防
協
力
隊
長
に

　

                      

中
村
さ
ん
が
就
任

　国民健康保険税の税率は、被保険者や有識者の代表で構成する国民健康保険運営協議会で議論を行い、
村議会の議決を経て決定します。今後、必要と見込まれる給付費に対応するため、平成 28年度から保険税
率を次のとおり引き上げます。
　28年度の各世帯の国保税額については、６月中旬ころ各世帯へ通知書を送付しますので確認してくださ
い。加入者の皆さまのご理解をお願いいたします。(税率改定の詳細は６月号でお知らせします )

　◆国民健康保険制度の問い合わせ先…生活環境課 (☎ 34-2114　内線 24)

　◆国民健康保険税の決定や納付の問い合わせ先…税務会計課 (☎ 34-2112　内線 31)
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村の話題

　田野畑小学校(野中光
みつお

男校長、児童155人)

の入学式が４月８日、同校体育館で行われ、
17人が小学生の仲間入りをしました。
　在校生や保護者の温かい手拍子で迎えら
れた新入生は、緊張の中、担任の先生に名
前を呼ばれると元気よく返事をしました。
野中校長は「皆さんの様子を見ると、目が
輝き、うれしさと頑張るぞという思いが
いっぱい伝わってきます」と新入生を歓迎
しました。

元気な返事で小学生の仲間入り

緊張した表情で入学式に臨む新入生

　４月９日、村マレットゴルフ場が今シー
ズンの営業を開始し、11人が今シーズンの
初プレーを楽しみました。村マレットゴル
フ協会の佐々木忠

ただ お

男会長は、「今年は、国
体など大きな大会が同会場で開催される。
多くの村内外の人にマレットゴルフを楽し
んでいただきたい」と語りました。
　同会場では、７月２日、３日に第12回日
本マレットゴルフ選手権大会全国大会が、
10月９日には希望郷いわて国体のデモンス
トレーション競技が開催されます。

マレットゴルフ場で初プレー

　田野畑中学校(小森田孝
たかみち

道校長、生徒87

人)の入学式が４月７日、同校体育館で行
われました。真新しい制服に身を包んだ22

人の新入生たちは、保護者などが見守る中
緊張した面持ちで入場。中学校生活をス
タートさせました。
　新入生を代表して、大澤叶

きょうか

佳さんが「震
災から５年、村や地域が復興に取り組む中、
私たちの頑張っている姿を見せることで、
地域の皆さんに元気・希望を与えられるよ
う頑張ります」と力強く誓いました。

地域に元気を！中学校入学式

新入生を代表して、誓いのことばを述べる大澤叶佳さん

9

先生に名前を呼ばれ返事をする和山 遥
はるか

ちゃん

　若桐保育園(鈴木康
やすこ

子園長、園児51人)の
入園式が４月２日に行われ、保護者に抱か
れながらの入園となった２人の０歳児を含
む７人の新入園児が入園しました。
　新入園児点呼では、名前を呼ばれ元気に
返事。鈴木園長は「おいしい給食と楽しい
ことが沢山あります。優しいお兄さん、お
姉さんたちが、皆さんが来るのをとても楽
しみにしていました」とあいさつ。在園児
はお祝いの歌「どろんこと太陽」を元気よ
く歌い歓迎しました。

保育園児がお祝いの歌で歓迎

親と手をつなぎ児童館へ入園

　４月 15日、田野畑小学校では校庭など
で、防犯・交通安全教室が行われました。
岩泉警察署員や村交通指導員からの説明を
真剣な表情で聞き、１、２年生は横断歩道
の渡り方、３年生以上は自転車の乗り方を
学びました。
　１、２年生は校庭で横断歩道の渡り方を
学んだあと、実際に国道 45号へ移動して、
横断歩道で練習。２年生は１年生と手をつ
なぎ、大きく手を上げて１年生の手本と
なっていました。

小学生が防犯・交通安全を学ぶ

大きく手を上げ横断歩道を渡る１、２年生たち

　４月12日、田野畑児童館(中里民
たみこ

子館長、
園児45人)の入園式が行われました。
　保護者と手をつなぎ入場した入園児を、
在園児は「これから仲良くあそぼうね、一
緒に楽しく過ごしましょう」と大きな声で
歓迎しました。
　中里館長は「集団生活の中でたくさんの
ことを経験し、思いやりのある子ども、い
ろいろなことに興味を持ちチャレンジする
子どもの育成を目指して教育していきた
い」とあいさつしました。

2016・５　広報

大きく手を上げ、「ハイ」と返事をする伊藤 文
ぶ ん し ろ う

知郎くん

今シーズンの初プレーを楽しむ村民の皆さん
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民
俗
資
料
館
で
『
百
姓
一
揆

史
料
・
文
献
目
録
』
を
発
刊

№ 工事名 場所 期間 種別 工事概要 入札予定

1 平波沢配水池整備工事 田野畑地
内 210 日間 水道施設工事 配水池築造 V=41.3㎥、電気機械 N=1式 5月

2 島越定置網休憩施設整備工事 島　越地
内 135 日間 建築工事 休憩施設　1棟 5月

3 島越地区ふれあい公園（四阿）整備工事 島　越地
内 90 日間 建築工事 四阿　20㎡　1棟 6月

4 島越漁港地区土地利用高度化再編整備（大須賀）工事 島　越地
内 200 日間 土木工事 用地整備 A=17,140㎡、盛土 V=4,600㎥、As舗装工 A=11,204㎡ 6月

5 島越漁港地区防災安全施設避難路整備工事 島　越地
内 120 日間 土木工事 照明灯 N=13基、標識 N=20基 6月

6 23災第 663号平井賀漁港海岸施設　防潮堤災害復旧（遠隔操作装置設備）工事 平井賀地
内 850 日間 電気通信工事 遠隔操作装置１式、光ｹｰﾌﾞﾙ設置１式、操作室装置１式 6月

7 移転団地環境整備（遊具）工事 和野及び切牛地内 180 日間 土木工事 遊具１式 6月

8 平井賀漁港地区土地利用高度化再編整備（平井賀）工事 羅賀及び平井賀地内 90 日間 土木工事 資材倉庫 A=200㎡、干場 A=272㎡、漁船保管 A=765㎡ 7月

9 島越漁港地区土地利用高度化再編整備（沢村）工事 島　越地
内 90 日間 土木工事 漁具倉庫 A=764㎡、盛土 V=1,360㎥、As舗装工 A=764㎡ 7月

10 島越漁港地区土地利用高度化再編整備（上村）工事 島　越地
内 200 日間 土木工事 漁船保管、コンブ干場、資材置場A=2,550㎡ 7月

11 村道沼袋田代線道路改良舗装工事 田　代地
内 165 日間 土木工事 施工延長L=200m 7月

12 田野畑簡易水道改修工事 田野畑地
内 125 日間 水道施設工事 受水槽・ポンプ設置 N=1式、配水管 L=320m 7月

13 島越漁港地区漁業集落排水処理施設防護柵整備工事 島　越地
内 100 日間 土木工事 フェンス工 L=32m 7月

14 島越処理場解体工事（MH・排水管処理） 島　越地
内 140 日間 土木工事 管処理 L=400m、MP撤去 N=3基 7月

15 平井賀処理場解体工事（MH・排水管処理） 平井賀地
内 140 日間 土木工事 管処理 L=360m、MP撤去 N=2基 7月

16 平井賀漁港地区防災安全施設避難路整備工事 羅　賀地
内 180 日間 土木工事 避難路 L=730m、照明灯 N=18基、標識 N=41基 8月

17 村道沼袋三沢線道路改良工事 三　沢地
内 165 日間 土木工事 施工延長 L=260m 8月

18 村道大芦切牛線道路改良舗装工事 大　芦地
内 165 日間 土木工事 施工延長 L=87m 8月

19 平井賀漁港（平井賀地区）震災ガレキ撤去工事 平井賀地
内 180 日間 土木工事 港内ガレキ撤去　650㎥ 8月

20 羅賀地区ふれあい公園整備工事 羅　賀地
内 120 日間 土木工事 公園整備　約 5,000㎡　 1式 9月

21 平井賀漁港地区土地利用高度化再編整備（羅賀その２）工事 羅　賀地
内 210 日間 土木工事 盛土 V=27,700㎥、側溝工 L=575m、舗装工 A=1,671㎡ 9月

22 橋梁長寿命化修繕工事 明戸外地
内 200 日間 土木工事 橋梁修繕 N=7橋 9月

23 放課後児童クラブ建築工事 田野畑地
内 180 日間 建築工事 敷地 276㎡、建物床面積 115.93㎡ 10月

24 村道鉄山線落石防護柵整備工事 七　滝地
内 120 日間 土木工事 落石防護工N=1式 10月

25 介護施設スプリンクラー設置工事 田野畑地
内 60 日間 消防施設工事 スプリンクラー設置工事（村内3施設) 11月

26 菅窪住宅団地宅地造成工事 菅　窪地
内 90 日間 土木工事 宅地造成：1,500㎡、擁壁築造：20m 12月

27 島越作業保管施設整備工事 島　越地
内 90 日間 建築工事 共同利用倉庫　2棟 1月

平成28年度の村営工事の入札執行予定を公表

村では以下の工事を予定しています

2016・５　広報

村の話題Tanohata　Topics
おかわり

　下北地区交通安全協会田野畑支会や村老
人クラブ連合会、岩泉警察署などの約40人
が４月８日、道の駅たのはたで春の全国交
通安全運動期間に合わせてキャンペーンを
行いました。
　キャンペーンでは、ドライバーに、たの
はた牛乳やチラシ、交通安全啓発用品を配
布。お母さんと一緒に参加した佐藤新

にい な

菜
ちゃん(４つ)＝西和野＝は、「安全運転お
願いします」と大きな声で安全運転を呼び
掛けました。

ドライバーに安全運転呼び掛け

29人が集まった山火事防止パレード出発式

　４月16日、村消防団、岩泉警察署田野畑
駐在所などが参加し、山火事防止パレード
が行われました。
　役場庁舎前で行われた出発式で村消防団
の畠山保

やすゆき

幸団長は「今年は雪が少なく乾燥
しているので山火事の発生しやすい状況が
続います。村民へ呼び掛け、本村から火災
を出さないようにしましょう」とあいさつ
しました。出発式のあとは、海岸コース、
内陸コースに分かれて山火事防止を呼び掛
けました。

山火事防止を呼び掛けパレード

保育園児の呼び掛けにドライバーも笑顔

　４月１日、シンガーソングライターの松
安知

ともゆき

行さん(39)＝東京都＝が復興支援ライ
ブで集めた義援金を届けに村を訪れました。
　松安さんは閉校した岩泉高校田野畑校と
交流のあった元サクラシンマチのメンバー
で、震災後は復興支援ライブなどを行い、
村の復興を支援しています。
　石原村長に義援金を手渡した後、役場内
で職員や村民約30人を前に自作曲の「田野
畑の唄」など２曲を弾き語り、職員へ元気
を届けました。

田野畑の唄で村の復興を支援

石原村長に義援金を手渡す松安さん

　

民
俗
資
料
館
で
は
、「
故
早
坂
基

も
と
い

氏
寄
贈
図
書
目
録
と
其
の
中
の
百
姓

一
揆
史
料
・
文
献
目
録
」
を
発
刊
し

ま
し
た
。

　

早
坂
氏
は
、
北
海
道
で
長
年
に
わ

た
り
三
閉
伊
一
揆
の
研
究
を
続
け
ら

れ
、
中
で
も
弘
化
４
年
の
一
揆
の
研

究
に
取
り
組
み
、「
幻
の
老
人
切
牛

の
万
六
～
弘
化
四
年
・
南
部
盛
岡
領

遠
野
強
訴
覚
書
～
」
を
平
成
９
年
に

刊
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
に
早
坂
さ
ん
が
所
蔵
し

て
し
て
い
た
１
３
６
４
冊
の
図
書
が

民
俗
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
、
今
回
、

そ
の
中
の
一
部
を
編
纂
し
ま
し
た
。

　

編
集
を
行
っ
た
民
俗
資
料
館
の

佐
々
木
哲て
つ
お夫

さ
ん
は
、「
早
坂
文
庫

が
村
内
外
の
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る

こ
と
で
、
三
閉
伊
一
揆
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
発
刊
の
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　
「
目
録
」
は
、
民
俗
資
料
館
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
販
売(

１
部

１
０
０
０
円)

し
て
い
ま
す
。

　平成 28年度村営建設工事の入札執行予定を告示しました。入札方法は指名競争入札です (ただし、No. ８、９

10、12、14、15は随意契約 )。詳しいことは、建設第二課 (☎ 34-2113　内線 400)に問い合わせてください。
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●知 いろいろなお知らせ

●募募 参加者などを募募集中

火　災
（3月21日～４月20日）

火 災 の【今月】　１件
発生件数【今年】　１件
無火災の連続記録

（４月20日現在）　 024日

人口と世帯
４月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,601人（-18） 
　男　  1,800人（

-

12） 
　女　  1,801人（- 6） 
世帯  1,437世帯（

∓

 0）

　体験村・たのはたでは、サク
ラソウとチョウセンアカシジミ
の幼虫の観察会を開催します。
絶滅の危機にありながらも地域
の人による保全活動が行われ、
天然記念物にも指定されている
チョウセンアカシジミなどの貴
重な生態を観察したあとは、地
元の特産品を味わう交流会も行
われます。
◆日時…５月14日㈯午前９時～
　正午
◆集合場所…産直プラザ尾肝要
◆定員…20人※小学生以下は保
　護者が同伴してください
◆参加料…500円(保険料・ガイド料)
◆その他…会場へは、自家用車
　で各自移動となります
◆申し込み方法…５月11日㈬ま
　でに電話で申し込んでくださ
　い
◆申し込み・問い合わせ先…体
　験村・たのはたネットワーク
　(☎37-1211)

サクラソウ観察会を開催●募募

　岩手県看護協会宮古地区支部
では、「一日まちの保健室」を
開催します。
　保健師・助産師・看護師が骨
密度測定などの各種測定や健康
相談に応じます。
◆日時…５月７日㈯午前 10時
　～正午
◆場所…宮古魚菜市場
◆内容…血圧測定、骨密度測定、
　体脂肪測定、こころと体の健
　康相談
◆問い合わせ先�宮古保健所保
　健課 (☎ 0193-64-2218)

●知 一日まちの保健室を開催

2016・５　広報

　宮古地区広域行政組合では、
管内住民の皆さんを対象に下記
の日程でフリーマーケットを開
催します。
◆日時…５月 29日㈰
◆場所…みやこ広域リサイクル
　センター (宮古市小山田２-

　102)

◆問い合わせ先…みやこ広域リ
　サイクルセンター (☎ 0193-

　64-7111)

●知 フリーマーケットを開催

　村社会福祉協議会では、誰も
が気軽に集まり、仲間づくりや
健康保持などを目的とした「ふ
れあい・いきいきサロン」の活
動費を助成します。応募方法な
ど詳しい内容は問い合わせてく
ださい。
◆対象団体…村内で自主的に住
民活動を行う任意の団体、地域
住民による仲間づくりや健康保
持などの活動を行う団体など
◆助成額…１団体５万円まで
◆申請受付期間…５月 13日㈮
　まで (土日祝日を除く )

◆応募募・問い合わせ先…村社会
　福祉協議会 (☎ 33-3025)

サロンの活動費を助成

　村スポーツクラブでは、 美し
い体づくりを行う 「ピラティス
教室」を開催します。ピラティス
はウエストの引き締めや、代謝・
免疫力の向上、 認知症の予防な
ど、 体の内側から効果がみられ
る、 人気のエクササイズ法です。
◆日時…初回５月27日㈮ 午後
　６時30分～８時30分
◆場所…アズビィホール
◆参加費…１回200円
◆講師…日本ピラティス指導協
　会公認マットピラティスコー
　チ 福士幸子さん
◆持ち物…飲料、タオル、運動で
　きる服装
◆その他…当日参加も可能です
◆申し込み・問い合わせ先…村
　スポーツクラブ(☎34-2226)

ピラティス教室を開催●募募

　村は、行政情報を公開してい
ます。手続き方法などの詳しい
内容は問い合わせてください。
◆平成 27 年度の公開実施状況
　・ 開示請求件数　　０件
　・ 開示決定等件数　０件
　・ 異議申立件数　　０件
◆問い合わせ先�総務課  (☎ 

　34-2111　内線 11)

●知 行政情報を公開しています

●知

　教育委員会は、文化体験教室
アズビィクラブ「マナーアップ
のためのラッピング教室」を開
催します。包むことを大切にし
てきた日本人に根付く「贈る文
化」を再認識してみませんか。
◆日時�６月１日㈬午後１時 30

　分～３時 30分
◆場所�アズビィ楽習センター
◆講師�ラッピングコーディネ
　ーター 佐藤真美さん
◆内容�和式進物に関する一般
　的な贈答の知識を学ぶ実技
　※実技の内容は変更になる場
　合があります
◆対象�18歳以上の村民
◆定員�先着 15人
◆参加費�1,000円
◆持ち物�はさみ、薄刃のカッ
　ター、セロハンテープ、10mm

　程度の両面テープ、持ち帰り
　袋
◆応募募期間�５月９日㈪～ 18日㈬
◆応募募・問い合わせ先�教育委
　員会　(☎ 34-2226)

ラッピング教室を開催●募募

◆日時�６月５日㈰ 午前９時
　30分開場
◆分科会…午前 10時～正午
　※分科会によっては事前の申
　し込みが必要です
◆全体会�午後１時～３時 30分
　記念講演「だれにも『底力』
　はある」講師 香山リカさん
　(精神科医・立教大学教授 )

◆場所…宮古市民文化会館・磯
　鶏公民館
◆問い合わせ先…第 62回岩手
　県母親大会実行委員会 (☎　
　019-625-8032)

母親大会in宮古●募募

　村は、就学前乳幼児の医療費
助成に加え、小学生から高校生
までの医療費を助成していま
す。助成を受けるためには申請
が必要です。
◆対象…小中高校生
◆助成期間…就学時から 18歳
　に達した年度の３月 31日まで
◆所得制限…なし
◆対象医療機関…保険医療機関 

　および保険薬局
◆申請期限…診療月の翌月末日
　（例 :４月受診分は５月末ま
　で）数カ月分をまとめず、１

　カ月ごとに申請してください
◆給付までの流れ…①医療機関
　の窓口で医療費を支払う②医
　療機関の領収書を 1カ月分ま
　とめる③翌月末日までに役場
　窓口に領収書と医療費給付申 

　請書（緑の用紙）を提出④申
　請の翌月末までに保護者の口
　座に給付
◆申請時の持ち物…助成対象者
　（小中高校生）が加入する健
　康保険証、振込先の通帳（保
　護者名義のもの）、印鑑、在
　学証明書（高校生のみ）
◆問い合わせ先…生活環境課　
　（☎ 34-2114　内線 25）

●知 小中高生の医療費を助成

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい
所得の少ない、一定の条件を満たす高齢者を対象に、「高齢者向け給付
金」を支給します。支給対象となる可能性のある人には、５月上旬に
申請書を郵送します。給付金を受け取るには、申請受付期間内に申請
書の提出が必要です。
◆支給対象者…平成27年度の臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平
成28年度中に65歳以上になる人 (昭和 27年４月１日以前に生まれた
人 )

　※平成27年度の臨時福給付金対象者とは…平成27年１月１日時点で
田野畑村に住民票があり、平成27年度分の村民税(均等割)が課税さ
れていない人
　※ただし、次に該当する人は対象外です
　①平成27年度住民税が課税されている人の扶養親族
　②平成27年１月１日現在、生活保護を受給している人　など
◆支給額…支給対象者１人につき３万円 (１回限り )

◆申請受付期間…５月２日㈪～７月29日㈮　※土日祝日を除く
　午前８時 30分～午後５時 15分
◆提出方法…保健福祉課 (保健センター )へ持参または郵送
◆問い合わせ先…保健福祉課 (☎ 33-3102　内線 55)

　ホテル羅賀荘では、次の通り
従業員 (契約社員・パート )を
募集します。
◆職種…料理の盛付け・客室清
　掃
◆勤務時間…午前８時 30分～
　午後５時30分(休憩１時間15分)

◆募募集人員…若干名 (年齢不問)

◆給与など…当社規定による
◆加入保険…雇用・労災・健康・
　厚生
◆応募募期限…５月 31日㈫
◆応募募方法…電話のうえ来社し
　てください (履歴書持参 )

◆問い合わせ先…㈱陸中たのは
　た (☎ 33-2611)

ホテル羅賀荘で従業員募募集●募募 ●知 高齢者向け給付金(年金生活者等支援臨時福祉給付金)のご案内

　村消防団大演習を開催します。
◆日時…５月 22日㈰午前８時
　～ 11時 45分
◆場所…田野畑小学校校庭
◆分列行進…午前 10時 30分ころ
◆放水訓練…午前 10時 50分ころ
◆問い合わせ先�消防田野畑分
　署 (☎ 34-2100)

●知 消防団大演習を開催

　熊本地震義援金箱を設置
　村は、熊本地震被害に対する義援金箱
を設置しています。
◆設置場所…①役場本庁②保健センター
　③診療所④アズビィ楽習センター
◆設置期間…６月 17日㈮まで
◆問い合わせ先…総務課 (☎ 34-2111内線 11)
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工
事
請
負
契
約
金
額
４
億
８
９
２
４

万
円

・
受
注
者　

熊
谷
建
設
（
株
）

●
田
野
畑
村
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・ 

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部

改
正
及
び
優
先
入
居
者
の
条
件
を
拡
大

す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
営
運
動
場
設
置
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・ 

田
野
畑
村
営
運
動
場
等
の
教
育
関
連

施
設
に
つ
い
て
、
使
用
等
に
係
る
取
り

扱
い
を
統
一
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
8
号
）

・
17
億
５
３
３
９
万
２
千
円
を
減
額
し

総
額
を
１
３
９
億
６
４
０
５
万
３
千
円

と
す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
３
９
４
万
円
を
増
額
し
総
額
を

７
億
４
７
７
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
１
億
３
２
２
４
万
１
千
円
を
減
額
し  

建
設
（
株
）
特
定
共
同
企
業
体

●
村
道
田
野
畑
平
井
賀
線
道
路
改
良
舗

装
（
そ
の
２
）
工
事
の
変
更
請
負
契
約

の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・ 

工
事
請
負
契
約
を
８
７
９
万
９
８
４

０
円
増
額
し
総
額
を
３
億
６
５
１
９
万

９
８
４
０
円
と
す
る
も
の
。

・ 

受
注
者　

熊
谷
建
設
（
株
）

●
水
産
荷
捌
施
設
整
備
工
事
の
変
更
請

負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

・ 

工
事
請
負
契
約
を
２
９
２
万
７
８
８

０
円
減
額
し
総
額
を
３
億
７
９
１
７
万

６
１
２
０
円
と
す
る
も
の
。

・ 

受
注
者
（
株
）
タ
カ
ヤ

●
島
越
漁
港
地
区
水
産
飲
雑
用
水
施
設

（
切
牛
浄
水
系
）
第
４
水
源
導
水
施
設

新
設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・ 

工
事
請
負
契
約
金
額
７
１
８
２
万
円

・ 

受
注
者　

大
崎
建
設
（
株
）

●
島
越
漁
港
地
区
漁
業
集
落
道
整
備
島

越
線
（
島
の
沢
接
続
道
路
）
新
設
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

●
田
野
畑
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
策
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・ 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に

よ
る
事
業
を
行
う
た
め
、
平
成
28
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
の
５
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
新
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

●
村
道
長
嶺
線
（
滝
ノ
沢
工
区
）
道
路

改
良
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・ 

工
事
請
負
契
約
を
３
２
８
７
万
５
２

０
０
円
増
額
し
総
額
を
６
億
３
６
７
６

万
５
８
４
０
円
と
す
る
も
の
。

・ 

受
注
者　

佐
藤
建
設
（
株
）・
横
田

３月
 村議会だより

３月
 村議会だより

平
成
28
年
度
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
総
額
59
億
５
７
０
０
万
円

前
年
度
当
初
予
算
よ
り
51
・
１
％
の
減
に

　平成 28 年度予算などを審議する第 2 回定例村議会は平成 28 年 3 月 4 日か
ら 14 日までの間で 6 日間行い、27 年度一般会計補正予算を含む 35 議案を可
決しました。
　8 日の一般質問には上山明美議員、大森一議員、佐々木芳利議員、中村勝
明議員、畠山拓雄議員、菊地大議員の６名が登壇し、村の姿勢を質問しました。
28 年度当初予算など関連議案は予算特別委員会（委員長・鈴木隆昭議員、副
委員長・上村繁幸議員）に付託して審議され、本会議で可決しました。予算
規模等については 4 月号をご覧ください。
※村議会だよりは広報編集委員会（委員長中村勝明議員）で編集したものです。

議
決
し
た
主
な
議
案
等

鈴木  隆昭予算特別委
員会委員長

2016・５　村議会だより

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (５月20日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で１名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ 1　中学校新１年生は何人？　　
Ａ）22 人

　　Ｂ）17 人
　　Ｃ）11 人

■前号（４月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ

■先月当選者
　 応募募件数２件、全員正解でした。

厳正なる抽選の結果、上山明
美さんが当選。プレゼントは
手ぬぐいなど２点セット。皆
さん、ぜひ感想を添えてご応
募募ください。

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（４月20日現在）

寄付金総額 4179万2760円
685件（村内124件、県内162件、県外399件）

取り崩し額 　　 822万9210円　　
基金残額

( 運用益を含む） 3362万1553円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ

をご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　　　期間：５月２日㈪～27日㈮

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

５月
２日 ㈪

固定資産税１期、軽自動車税　納期限 税務会計課
 (内線34、31)

アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」

(9 日、16 日、23 日、30 日も開催 )
アズビィ体育館 20:00 ～ 21:00 教育委員会

 (内線11)

３日 ㈫
アズビィ健康スポーツ教室

「ソフトテニス教室」
(10 日、17 日、24 日、31 日も開催 )

アズビィ体育館 18:00 ～ 19:00 教育委員会
 (内線11)

６日 ㈮
アズビィ健康スポーツ教室

「フットサル教室」
(13 日、20 日、27 日も開催 )

アズビィ体育館 19:00 ～ 21:00 教育委員会
 (内線11)

10日 ㈫
クラフトバンド手芸教室
初心者向け大きいカゴバック作り
(17 日、24 日も開催 )

アズビィ楽習センター 10:00 ～ 12:00 教育委員会
 (内線11)

11日 ㈬

アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン教室」

(18 日、25 日も開催 )
アズビィ体育館 19:30 ～ 21:00 教育委員会

 (内線11)

趣味・教養講座「春の星座教室」
(12 日も開催 ) アズビィ楽習センター 19:00 ～ 20:00 教育委員会

 (内線11)

子育てサロン「マタニティ」 地域子育て支援センター 13:00 ～ 16:00 地域子育て支援センター
(☎37-3577)

12日 ㈭ わんぱくランド「えいご体験 E-POP」
(19 日、26 日も開催 ) アズビィ楽習センター 16:00 ～ 17:00 教育委員会

 (内線11)

14日 ㈯ たのはたっ子運動クラブ① アズビィホール 10:00 ～ 12:00 教育委員会
 (内線11)

18日 ㈬ 乳児健診 健診センター 12:30 ～ 15:30 保健福祉課
 (内線54)

22日 ㈰ 村消防団大演習 田野畑小学校 ８:00 ～ 11:45 消防田野畑分署
（☎34-2100）

27日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「ピラティス教室」 アズビィホール 18:30 ～ 20:30 教育委員会

 (内線11)

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（羅賀・机・北山方面）

月　日 場　　所 時　間

 ５月17日  ㈫
拓洋台団地集会所付近 ９:05 ～ ９:20
グループホームつくえ付近 ９:50 ～ 10:05
北山地区総合センター付近 10:15 ～ 10:30

◆たんぽぽコース（田野畑・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

５月17日  ㈫ 黎明台団地集会所付近 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

５月18日  ㈬
産直プラザ尾肝要付近 ９:15 ～ ９:30
山栄会リアス倶楽部付近 ９:40 ～ 10:00
甲地公民館 10:10 ～ 10:20

◆問い合わせ先�教育委員会（☎34-2226）

〔平成28年３月届け出分〕
（一部敬称略）

■安らかに　～お悔やみ～
　熊　谷　定　光（90）　猿　山
　田子内　辰　美（56）　羅　賀
　熊　谷　祐次郎（82）　西和野
　三　上　キクノ（91）　北　山
　畠　山　チ　ヱ（95）  和　野  

　三　浦　利香子（50）  田野畑
　佐　藤　薫　明（87）  和　野

　※ この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

おめでた　　 おくやみ

  上村 繁幸  予算特別委員
会副委員長

今
月
か
ら
広
報
た
の
は
た
を
担
当
す
る
政
策
進

課
の
佐
々
木
歩
で
す
▼
自
分
が
広
報
た
の
は
た

を
担
当
す
る
と
は
︙
▼
初
め
は
カ
メ
ラ
の
使
い

方
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
５
月
号
を
発
行
で
き

る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
前
担
当
者
の
大
澤
健

主
査
を
は
じ
め
、
過
去
の
広
報
担
当
の
先
輩
方

に
、
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

な
ん
と
か
５
月
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
▼
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

広
報
ク
イ
ズ
に
励
ま
し
の
言
葉
を
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
▼
こ
れ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
取
材
に
行
き
ま
す
の

で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
▼
こ

れ
か
ら
も
広
報
た
の
は
た
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す(

歩)
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大森  一議
員

【
質
問
】
第
一
次
産
業
の
担
い
手
育
成

策
の
提
言
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
ご
案
内
の
と
お
り
村
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
担
い
手
確

保
は
極
め
て
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
漁

協
が
主
体
と
な
っ
て
、
漁
業
復
興
担
い

手
確
保
支
援
事
業
や
が
ん
ば
る
漁
業
復

興
支
援
事
業
、
地
域
再
生
営
漁
活
動
支

援
事
業
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
漁
業
者

就
業
支
援
フ
ェ
ア
な
ど
に
参
加
し
、
漁

業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
て
い
る
。
平

成
28
年
度
か
ら
は
、
漁
協
や
県
の
宮
古

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
田
野

畑
村
漁
業
就
業
者
育
成
協
議
会
を
設
立

し
、
担
い
手
確
保
対
策
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
や
林
業
に
つ
い
て
は
、

田
野
畑
村
新
規
就
農
者
研
修
支
援
事
業

や
緑
の
雇
用
事
業
に
よ
り
、
議
員
か
ら

ご
提
言
を
踏
ま
え
た
、
実
効
性
の
あ
る

担
い
手
対
策
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

人
口
減
少
対
策
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

第
一
次
産
業
の
担
い
手
育
成
策
に
お
い

て
も
、
田
野
畑
村
だ
け
の
地
域
情
報
、

地
域
だ
け
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
駆
使

し
て
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

関
係
す
る
団
体
に
お
い
て
は
、
自
ら

の
産
業
を
形
成
し
、
維
持
す
る
た
め
に
、

こ
の
産
業
に
就
業
す
る
喜
び
を
共
有
す

る
仲
間
づ
く
り
、
担
い
手
育
成
、
後
継

者
に
憧
れ
を
抱
か
せ
る
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
り
、
青
年
層
が
自
由
に
活
動
す

る
環
境
を
与
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
お

い
て
も
、
国
の
諸
施
策
と
連
動
さ
せ
な

が
ら
、
各
団
体
と
一
層
連
携
し
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

【
質
問
】「
教
育
立
村
」
は
教
育
行
政
の

な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
か
。
ま

た
、
田
野
畑
村
総
合
計
画
の
「
新
し
い

教
育
の
村
」
の
具
体
的
内
容
は
何
か
伺

い
た
い
。

︻
教
育
長
︼
村
づ
く
り
は
人
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
人
づ
く
り
は
教
育
の

い
か
ん
に
よ
る
、
し
た
が
っ
て
村
づ
く

り
は
教
育
を
も
っ
て
重
点
施
策
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う「
教
育
立
村
」

構
想
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
施
策
に
よ

り
、
田
野
畑
村
は
大
き
く
発
展
し
て
き

た
。
そ
の
中
で
、
田
野
畑
村
は
人
を
育

み
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
し

て
い
く
と
い
う
誇
り
を
持
ち
続
け
て
き

た
と
理
解
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
教
育
立
村
」

の
理
念
を
生
か
し
、
村
民
皆
さ
ん
の
教

育
へ
の
思
い
を
強
く
受
け
止
め
、
子
ど

も
た
ち
が
田
野
畑
村
を
愛
し
、
田
野
畑

村
の
復
興
、
発
展
を
支
え
る
人
材
と
し

て
大
き
く
成
長
す
る
よ
う
、
教
育
行
政

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

 

（
他
に
質
問
が
６
件
あ
り
ま
し
た
）

佐々木  芳利議
員

【
質
問
】
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
骨
子

を
示
さ
れ
た
い
。

︻
村
長
︼
村
で
は
、
加
速
度
的
に
進
む

人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
ず
、
村
が
持
続
可
能
な
地
域
社
会

を
構
築
す
る
た
め
、
２
０
４
０
年
の
人

口
目
標
を
、
現
在
の
人
口
の
約
２
割
減

と
な
る
３
０
０
０
人
と
設
定
し
た
。　

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
べ
く
、
平
成

27
年
度
か
ら
31
年
度
の
５
年
間
で
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
施
策
を
講
じ
て
い
く

の
か
を
整
理
し
た
の
が
総
合
戦
略
で
あ

る
。

　

こ
の
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
大
項

目
と
し
て
、「
雇
用
の
創
出
」、「
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進
」、「
子
育
て
の
支

援
」、「
地
域
づ
く
り
の
推
進
」、「
広
域

連
携
の
推
進
」
の
５
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
具

現
化
す
る
た
め
の
各
種
施
策
を
展
開
し

て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
施
策
に
よ
る
目
標
の
達
成
度

合
い
を
図
る
指
標
と
し
て
、
重
要
業
績

評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
設
定
し
て
い

る
。
こ
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
よ
り
取
り
組
み
結

果
を
検
証
し
、
随
時
、
施
策
内
容
の
見

直
し
等
を
図
り
な
が
ら
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
る
。

【
質
問
】
道
の
駅
構
想
の
具
体
案
を
示

さ
れ
た
い
。

︻
村
長
︼
検
討
委
員
会
の
取
り
組
み
経

過
に
つ
い
て
は
、
上
山
明
美
議
員
へ
同

様
の
答
弁
を
し
て
い
る
が
、
検
討
委
員

会
で
は
、
現
在
の
道
の
駅
の
課
題
を
踏

ま
え
、
人
を
呼
び
込
む
魅
力
あ
る
道
の

駅
と
す
る
た
め
に
、
産
直
、
飲
食
、
観

光
、
交
流
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て
議

論
し
た
内
容
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
村

民
の
皆
様
か
ら
意
見
照
会
を
行
う
ほ
か
、

関
係
機
関
と
の
協
議
の
中
で
移
転
候
補

地
の
集
約
化
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

機
能
の
実
現
可
能
性
を
探
り
、
具
体
的

な
整
備
構
想
の
策
定
や
運
営
体
制
の
構

築
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

年
１
回
の
名
簿
更
新
の
際
に
情
報
提

供
を
求
め
、
名
簿
に
反
映
し
て
ま
い

り
た
い
。

（
他
に
質
問
が
13
件
あ
り
ま
し
た
）

る
た
め
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
一
般
職
の
職
員
の
給
料
表
等
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
常
勤
特
別
職
の
期
末
手
当
及
び
非
常

勤
特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
雇
用
促
進
条
例

・
村
の
雇
用
機
会
の
拡
大
、
地
域
経
済

の
振
興
及
び
産
業
の
活
性
化
を
図
り
村

勢
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

総
額
を
7
億
９
９
６
万
７
千
円
と
す

　
　

る
も
の
。

　
　
　

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
集
落

　
　
　

排
水
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
　
　

２
号
）

　
　

・
１
億
２
９
０
８
万
７
千
円
を
減

　

額
し
総
額
を
３
億
５
２
７
１
万
円
と

す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
６
３
３
万
８
千
円
を
減
額
し
総
額
を

４
４
１
６
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
事
業
勘
定
４
１
２
万
円
を
減
額
し
総

額
を
５
億
２
４
４
４
万
６
千
円
と
す
る

も
の
。

・
サ
ー
ビ
ス
勘
定
62
万
８
千
円
を
減
額

し
総
額
を
２
６
１
万
１
千
円
と
す
る
も

の
。

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
３
万
１
千
円
を
追
加
し
総
額
を

３
６
４
４
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
税
率
の
見
直
し
及

び
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
西
和
野
団
地
の
家
賃
計
算
方
法
の
変

更
及
び
同
団
地
の
管
理
戸
数
を
変
更
す

一
　
般
　
質
　
問上山  明美議

員

よ
う
な
内
容
で
行
う
予
定
か
。
ま
た
、

道
の
駅
完
成
ま
で
の
具
体
的
な
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
村
民
の
皆
様
に
は
、
移
転
候

補
地
に
係
る
関
係
機
関
と
の
協
議
状
況

を
踏
ま
え
、
検
討
委
員
会
で
の
議
論
の

内
容
等
に
つ
い
て
広
報
等
を
通
じ
て
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今

後
に
お
い
て
も
、
村
民
の
方
々
の
自
主

的
な
参
加
を
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
賜

り
な
が
ら
、
皆
の
施
設
と
し
て
機
能
す

る
道
の
駅
た
の
は
た
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

な
お
、
道
の
駅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

三
陸
沿
岸
道
路
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え

て
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
と
な
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
完
成
時
期
を
お

示
し
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
含
め
て
運
営
体
制
の

構
築
等
を
図
り
な
が
ら
、
村
を
訪
れ
た

方
々
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
よ
う
関
連
す
る
施
設
整
備
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
遅
延
が
生
じ
な
い
よ
う
に

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

【
質
問
】
災
害
弱
者
名
簿
作
成
に
あ
た

り
、
情
報
収
集
の
方
法
と
、
現
在
の
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
名
簿
完
成
後
の

活
用
方
法
と
見
直
し
の
方
法
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
避
難
行
動
要
支
援
者
の
情
報

収
集
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
東
日

本
大
震
災
・
津
波
を
契
機
と
し
て
、
平

成
25
年
に
同
法
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村

【
質
問
】
道
の
駅
構
想
に
つ
い
て
、
住

民
か
ら
意
見
を
聞
く
機
会
を
い
つ
ど
の

長
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作

成
が
義
務
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
村
が
保
有
す
る
情
報
の
ほ
か
、

県
、そ
の
他
の
関
係
機
関
が
保
有
す
る

情
報
の
提
供
を
求
め
、
台
帳
を
整
備
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
３
月
中
を
目

途
に
整
備
を
完
了
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
名
簿
に
つ
い
て
は
、
要
配
慮
者

の
同
意
を
得
た
上
で
、
自
治
会
や
自
主

防
災
団
体
、
地
域
支
援
者
、
民
生
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防
団
、
警
察
等

の
避
難
支
援
関
係
者
に
提
供
し
、
地
域

の
中
で
の
見
守
り
活
動
お
よ
び
災
害
時

の
安
否
確
認
・
避
難
誘
導
等
の
支
援
体

制
づ
く
り
に
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
避
難
行
動
要

支
援
者
の
支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
に
、

要
配
慮
者
に
配
慮
し
た
防
災
訓
練
等
を

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
身
近
に
お
ら

れ
る
方
々
の
日
頃
の
付
き
合
い
が
基
本

と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
治
会

等
を
中
心
に
そ
の
維
持
を
図
り
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
取
り
組
み
を
模
索
し

て
ま
い
り
た
い
。

　

名
簿
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
死
亡

や
転
居
等
の
届
け
出
が
あ
っ
た
際
に
随

時
更
新
す
る
ほ
か
、
登
録
を
希
望
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付
け
、
名

簿
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
。
施
設

へ
の
入
所
や
病
院
へ
の
入
院
等
の
情
報

に
つ
い
て
は
、　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

情
報
把
握
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

３月
 村議会だより

３月
 村議会だより
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︻
賛
成
︼
一
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も

に
前
年
度
と
比
較
し
減
額
予
算
と
な
っ

た
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
一
刻
も
早

い
復
興
に
む
け
て
の
震
災
関
係
の
事
業

は
勿
論
、
復
興
後
の
村
を
見
据
え
た
事

業
も
多
数
あ
り
、
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

新
生
た
の
は
た
を
目
指
し
て
い
る
意
欲

を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

速
や
か
に
事
業
に
着
手
し
、
村
長
が

施
政
方
針
で
述
べ
た
常
に
住
ん
で
い
る

人
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
村
民
の
生
き

が
い
と
役
割
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
村
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
す
る
こ
と
を
要
望
と
し
て

提
案
さ
れ
た
新
年
度
予
算
に
賛
成
す
る
。

３月
 村議会だより

討
　
　
　
論

客
の
獲
得
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い      

る
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
に
よ
り
、
札

幌
や
函
館
か
ら
本
県
へ
来
て
い
る
修
学

旅
行
の
滞
在
時
間
が
従
来
よ
り
も
確
保

で
き
る
こ
と
か
ら
、
県
観
光
協
会
や
体

験
村
・
た
の
は
た
な
ど
と
連
携
し
、
広

域
周
遊
ル
ー
ト
の
設
定
や
津
波
防
災
学

習
、サ
ッ
パ
船
な
ど
、新
た
な
魅
力
ア
ッ

プ
を
見
出
し
な
が
ら
滞
在
型
観
光
の
充

実
と
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
、
ホ
テ
ル
羅
賀
荘

等
に
宿
泊
す
る
学
校
の
増
加
と
新
規
誘

客
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
観
光
船
の
運
行
再
開
以
降
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
実
績

で
６
８
３
６
人
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、

連
休
等
に
天
候
不
良
に
よ
る
欠
航
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
目
標
を
若
干
下

回
っ
た
も
の
の
、
２
月
末
ま
で
の
実
績

数
で
１
万
３
２
５
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

今
後
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
ツ

ア
ー
等
の
団
体
客
、
個
人
客
の
双
方
と

も
に
営
業
を
強
化
し
利
用
客
の
増
加
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

 

（
他
に
質
問
が
１
件
あ
り
ま
し
た
）

菊地  大議
員

【
質
問
】 

待
機
児
童
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

︻
村
長
︼
保
育
園
の
待
機
児
童
数
の
現

況
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
年
１
月
29

日
に
平
成
28
年
度
の
入
園
希
望
者
を
取

り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
定
数
を
超
え
た

申
し
込
み
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

入
園
希
望
者
の
全
員
を
受
け
入
れ
る

た
め
、
保
育
ス
ペ
ー
ス
の
配
置
換
え
等

を
調
整
す
る
こ
と
で
施
設
面
の
対
応
は

整
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
人
的
体
制

に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
の
運
営
に
関

す
る
基
準
に
沿
っ
て
対
応
す
る
た
め
に

は
、
新
た
に
保
育
士
２
名
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
宮
古
公
共
職
業
安
定
所
に
求

人
を
出
し
て
お
り
、
未
だ
応
募
は
来
て

い
な
い
が
、
保
育
士
が
確
保
で
き
次
第
、

順
次
受
け
入
れ
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

【
質
問
】
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
設

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
保
護
者
等
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
施
設
の
位
置
や

内
容
等
に
つ
い
て
も
関
係
者
と
協
議
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
昨
年

９
月
に
県
に
対
し
施
設
整
備
計
画
に
か

か
る
国
庫
補
助
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
平
成
28
年
度
に
建
設
に
向
け

て
予
算
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

事
業
執
行
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
あ
る
が
、
所
定
の
事
業
計
画
の
承
認
、

事
業
決
定
か
ら
補
助
金
の
交
付
に
至
る

　

予
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
後
に
、

田
野
畑
村
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
平
成
28
年
度
田
野
畑
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

２
人
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。中村  勝明議

員

︻
反
対
︼
平
成
30
年
度
ま
で
の
国
保
税

の
税
率
改
定
、
国
保
被
保
険
者
数
、
世

帯
数
な
ど
、
こ
こ
５
年
間
の
推
移
を
み

て
も
、
大
変
な
減
少
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
村
は
収
支
不
足
が
あ
っ
た
場
合
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
で
国
保
税
の
値

上
げ
を
抑
え
、
法
定
外
繰
入
と
な
っ
て

お
り
、
他
の
県
内
自
治
体
で
も
10
市
町

村
を
超
え
る
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

新
年
度
予
算
の
審
査
に
お
い
て
も
、

新
制
度
を
実
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、
一

上山  明美議
員

般
会
計
か
ら
の
繰
入
は
十
分
可
能
で
あ

る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
国
保
会
計
の

財
政
の
深
刻
さ
は
、
国
庫
負
担
率
を
元

の
割
合
に
戻
す
こ
と
。
町
村
会
等
を
通

し
て
こ
の
運
動
を
村
議
会
と
共
に
強
め

て
い
く
こ
と
。
こ
の
運
動
と
共
に
大
事

な
こ
と
は
、
当
面
平
成
28
年
度
に
つ
い

て
、
１
世
帯
あ
た
り
の
国
保
税
２
万
円

強
の
値
上
げ
で
は
な
く
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
で
、
収
支
不
足
を
解
消
し
て

頂
き
た
い
。

手
続
き
を
進
め
、
通
常
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
あ
れ
ば
、
着
手
は
早
く
て

も
９
月
以
降
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

 

（
質
問
は
２
件
で
し
た
）
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こ
の
構
想
は
、
村
内
経
済
の
中
核
施

　
　

設
と
し
て
利
活
用
で
き
る
場
を
目

　
　
　

指
す
も
の
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
　
　

生
産
者
の
立
場
と
利
用
者
の
立

　
　
　

場
を
含
め
て
、
自
分
達
の
施
設

　
　

で
あ
る
と
い
う
意
識
・
構
想
に
つ

　

な
が
る
よ
う
に
、
皆
で
構
想
を
ま
と

め
て
、
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
他
に
質
問
が
４
件
あ
り
ま
し
た
）

中村  勝明議
員

【
質
問
】
国
保
の
保
険
料
率
に
対
す
る

村
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運
営

を
図
る
た
め
に
は
、
国
保
税
を
適
正
に

賦
課
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
保
険

給
付
費
等
に
必
要
な
支
出
額
に
見
合
っ

た
税
額
と
な
る
よ
う
見
直
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
で
は
、
現
行
の
国
保
制
度

運
営
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
平
成
30
年

度
か
ら
国
保
制
度
改
革
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
こ
の
改
革
の
効
果
の
一
つ

と
し
て
、
一
般
会
計
繰
り
入
れ
が
不
要

と
な
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
各
市
町
村
で
は
、
一
般
会

計
繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

適
正
な
保
険
料
率
を
決
定
す
る
こ
と
が

基
本
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
行
の
村
の
保
険
料
率
に
よ
る
収
入

は
、
必
要
な
支
出
額
の
約
７
割
程
度
と

な
っ
て
お
り
、
不
足
分
は
一
般
会
計
繰

り
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、
県
が
当
該
保
険

事
業
者
と
な
り
、
県
が
算
定
す
る
保
険

料
率
を
参
考
と
し
て
率
等
を
決
め
る
こ

と
と
な
り
、
数
年
後
は
、
現
行
の
保
険

料
率
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

 
 

こ
の
た
め
、
議
員
全
員
協
議
会
で
も

お
示
し
た
と
お
り
、
保
険
料
率
上
昇
の

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
段
階
的
に
改
定

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
に
お
い

て
は
、
現
行
の
保
険
料
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
不
足
額
の
２
分
の
１
の
額
を
目

安
と
し
て
一
般
会
計
繰
り
入
れ
を
行
い
、

残
り
の
半
分
の
負
担
に
つ
い
て
保
険
料

率
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

【
質
問
】
農
業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
の
移
管
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
組
織
分
課
別
定
数
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
３
局
合
同
の
要
請
に
よ
る
農

業
委
員
会
お
よ
び
選
挙
管
理
委
員
会
の

移
管
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
１
月
14
日

付
け
の
文
書
で
回
答
し
た
と
お
り
、
職

員
体
制
等
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
職

員
数
の
中
で
、
役
場
全
体
と
し
て
の
業

務
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、

最
少
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
配
慮
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
の

農
業
委
員
会
お
よ
び
選
挙
管
理
委
員
会

の
移
管
に
つ
い
て
は
、
復
興
の
事
業
執

行
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
状
を
維
持
し

つ
つ
、
全
庁
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ

と
に
重
点
を
置
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
現
下
、

検
討
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

　

組
織
分
課
別
定
数
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
先
の
12
月
定
例
会
で
答
弁
し
た
と

お
り
、
定
数
と
は
「
上
限
」
を
定
め
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
定
数
ど
お
り
配
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
、
ご
理
解

を
賜
り
た
い
。

 

（
他
に
質
問
が
９
件
あ
り
ま
し
た
）

畠山  拓雄議
員

【
質
問
】
村
内
河
川
の
水
質
調
査
箇
所

に
明
戸
川
も
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
村
が
毎
年
、
水
質
調
査
を
実

施
し
て
い
る
河
川
は
、
通
年
で
一
定
の

水
量
が
あ
る
河
川
を
対
象
に
、
現
在
、

６
河
川
12
个
所
の
河
川
を
調
査
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
 

村
が
実
施
し
て
い
る
河
川
の
水
質
調           

査
は
、
事
業
用
ま
た
は
生
活
雑
排
水
に

よ
る
水
質
汚
染
を
防
止
す
る
観
点
か
ら

実
施
し
て
い
る
調
査
で
あ
り
、
明
戸
川

に
つ
い
て
は
、
川
の
上
流
に
汚
染
源
と

な
る
事
業
所
等
も
な
い
こ
と
か
ら
、 

現

時
点
で
は
、
水
質
調
査
は
不
要
と
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
飲
用
水
用
の
水
源
や
サ
ケ
ふ

化
場
で
使
用
す
る
水
に
つ
い
て
は
、
別

途
、
定
期
的
に
水
質
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
観
光
に
つ
い
て
、
北
海
道
新

幹
線
開
通
に
よ
り
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
の
利

用
客
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
そ
の
見

通
し
と
戦
略
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま

た
、
観
光
船
再
就
航
以
降
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
に
よ

る
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
へ
の
影
響
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
首
都
圏
と
北
海
道
が
高
速

鉄
道
で
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
羅
賀
荘

を
利
用
す
る
観
光
客
の
動
態
に
も
影
響

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

他
方
、
こ
れ
を
首
都
圏
か
ら
北
海
道

に
向
う
観
光
客
の
立
ち
寄
り
機
会
の
増

加
や
北
海
道
か
ら
の
新
規
誘
客
の
機
会

と
前
向
き
に
と
ら
え
、
新
た
な
宿
泊
プ

ラ
ン
等
の
企
画
を
進
め
る
な
ど
、
観
光
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村
長 

石
原 

弘 

の

　
　
　
　
　
　
　
　

村
長
コ
ラ
ム

20

三浦  陽
ひ び と

弥斗くん（１歳 11カ月）
徳人さん・知子さん＝羅賀＝

お母さんからのひとこと

193

　魚が大好き！　野球や消防車も大好
き！　わたしに似て頑固でマイペース
な性格です (笑 )。強くて優しいお兄
ちゃんになってね。

田河原  翔
し ょ う き

輝くん（２歳１カ月）
憲幸さん・幸恵さん＝浜岩泉＝

お母さんからのひとこと

　トラクターとユンボが大好き♡　今
はユンボに夢中です。少し甘えん坊で
ちょっぴり怖がり屋さん。友達をたく
さん作って妹と仲良く大きく育ってね。

　

田
野
畑
村
の
春
を
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
ぶ
し
咲

く
丘
、
山
桜
の
里
山
の
彩
り
、
そ
し
て
岸
壁
で
ボ
イ
ル
ワ
カ

メ
用
の
釡
か
ら
湯
煙
の
中
で
作
業
す
る
風
景
な
ど
で
す
。
今

年
は
漁
民
の
笑
顔
に
も
春
を
感
じ
て
い
ま
す
。こ
の
作
業（
ボ

イ
ル
加
工
）
は
、
夕
方
沖
か
ら
採
っ
て
き
た
ワ
カ
メ
を
早
朝

か
ら
岸
壁
に
設
置
し
て
あ
る
専
用
の
釡
で
湯
が
き
、
海
水
で

即
冷
す
る
作
業
（
そ
の
後
の
作
業
も
あ
り
ま
す
）
で
、
黒
茶

色
の
ワ
カ
メ
が
一
瞬
に
し
て
輝
き
放
つ
緑
色
に
応
化
す
る
様

は
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
で
あ
り
、
海
の
幸
が
詰
ま
っ
た
海
産
物

の
誕
生
の
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
昔
物
語
に
な
り
ま
す
が
、
海
岸
の
砂
浜
（
須
賀
）
を
一

軒
ほ
ど
の
幅
に
須
賀
わ
け
し
て
、
天
然
ワ
カ
メ
を
干
し
て
い

た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。半
世
紀
前
の
海
岸
の
風
景
で
す
が
、

懐
か
し
い
浜
の
風
物
詩
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
時
代

に
よ
っ
て
、
地
域
の
姿
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
地
域

　
　
　
　
　
　
　

文
化
と
観
光
資
源
の
視
点
で
再
考
す
る

　
　
　
　
　
　
　

こ
と
は
地
域
創
生
の
大
切
な
要
因
に
な

　
　
　
　
　
　
　

る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
の
ワ
カ
メ
は
、
品
質
、
単
価
と

　
　
　
　
　
　
　

も
よ
ろ
し
い
よ
う
で
、
浜
が
少
し
で
も

　
　
　
　
　
　
　

活
気
を
取
り
戻
し
、
更
に
は
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

に
な
い
地
域
創
生
の
事
業
等
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

地
域
に
活
力
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

島越のわかめ共同加工施設での作業風景

○
春
の
風
物
詩
の
あ
れ
こ
れ

平
成

28年
５

月
１

日
№

590


